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第97回　日本ハム・ソーセージ工業協同組合　
代表監事　堀川　善弘 氏（信州ハム株式会社　代表取締役）　
「現状維持は衰退、常に新しいことに挑戦」

業界をめぐる動き
・令和5年秋の褒章伝達式
・「食肉製品の規格と表示に関する研修会」開催報告
・特定技能試験（飲食料品製造業、外食業）の実施状況について
・支部だより ～東北支部だより～
・タイ現地調査の概要報告
・食肉科研（KAKEN）コラム ＃99
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海外情報
カナダ　23年の豚肉輸出量、減産の影響から前年比 8.0％減の見込み
◉
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毎月1回発行

内容をちよっと読み

続きは定期購読で！

1. はじめに
　今後の食品表示が目指していく方向性について中長期的
な羅針盤となるような食品表示制度の大枠の議論を行うた
め、2023 年 10 月 13 日に「第 1 回　令和 5 年度食品表示
懇談会」が開催された。
　本誌では日本の食品表示制度の現状や昨今の食品表示を
めぐる事情を踏まえ、本懇談会の背景及び想定される議論
の方向性について記載する。

2. 食品表示制度について
　食品表示は、消費者の権利として位置付けられた消費者
の安全の確保や消費者の自主的かつ合理的な選択の機会の
確保などを図る上で重要な役割を果たすものであるため、
今日的な課題に対応すべく、より良いものに見直していく
ことが求められている。

清水 正雄 消費者庁食品表示企画課長

◉特　集　1
食品表示制度の適切な運用と時代に即した見直しの検討
（有権者懇談会における検討の開始など）

◉特　集　2
物流の適正化・生産性向上に向けた食肉加工業界の
自主行動計画の公表について

食品表示制度の適切な運用と時代に即した見直しの検討
（有権者懇談会における検討の開始など）
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